
              技報 第 13号（2015年） 

 
1 / 6 

 

低空頭 4.5mにおける場所打ち杭の施工 

－国道 20号線 地整疾風橋耐震－ 
 

 
東京土木支店   土木工事部        岡部真一郎 

 
概要：国道 20号線は交通量が約 54千台/日の主要幹線道路であり，緊急道路として
も重要な役割を果たしている．当工事は一級河川の平等川に渡河している国道 20号
線の疾風橋において，耐震補強と河川改修対応のため，上部工を供用したまま橋脚を

作り替えるものである． 
Key Words：低空頭，場所打ち杭，オールケーシング 

 
１．はじめに 
当工事は橋脚を作り替えるために上部工を鋼製ベントに受け替えた後，上部工を供用したまま上部工下の

低空頭 4.5m にて，場所打ち杭の施工を行ったのでその施工実績を報告する．施工箇所と施工状況を写真-1
と写真-2に示す． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．工事概要 
2.1 全体工事概要 

工 事 名：疾風橋耐震その 2工事 
   発 注 者：国土交通省 関東地方整備局 甲府河川国道事務所 
   施 工 者：株式会社ピーエス三菱 東京土木支店 
   施工場所：山梨県笛吹市石和町広瀬地先 
   工  期：平成 24年 9月 28日～平成 27年 3月 31日 
   主要工事数量 

・工場製作工（支承撤去設置受台製作工）：1式 ・橋梁支承工：1式 ・構造物撤去工：1式 
・橋梁下部工（ＲＣ橋脚工・上下線各１基）：1式 ・仮設工：1式 

 
 
 
 
 
 

岡部真一郎  

写真-1 場所打ち杭施工箇所 写真-2 場所打ち杭施工状況 

4.5m 
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2.2 場所打ち杭施工数量 
場所打ち杭の施工数量は下記の通りであり，杭の配置を示す平面図と側面図を図-1と図-2に示す． 
  ・場所打ち杭：杭径 1000mm，杭長 7.0m，本数 24本（上り線 12本，下り線 12本） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.3 施工条件 
本工事は上部工を鋼製ベントに受け替えた後に既設橋脚を撤去し，新設橋脚に対する場所打ち杭を上部工

下の空頭 4.5mにて施工するものである．また，河川内であるために地下水位が高く，河床から 0.3m下がり
となっているとともに，前年度工事による調査ボーリング結果より最大 600mm 程度の玉石が想定されてい
る．ボーリング柱状図を図-3に示す． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図-3 ボーリング柱状図 

図-1 橋脚構造平面図 

図-2 橋脚構造側面図 

4.5m 
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2.4 施工・品質要求事項 
 工程管理：渇水期施工で工期に限りがあるため，1 本あたりに要する施工日数を 2 日以内にする必要があ

る． 
 品質管理：土木工事施工管理基準において，全計測値が規格値を満たす必要がある．管理基準を表-1 に示

す． 
 
 

項 目 規格値 社内規格値 

基準高 ±50mm ±40mm 

根入れ長 設計値以上 設計値以上 

偏心量 100mm以内 80mm以内 

傾 斜 1/100以内 1/125以内 

杭 径 設計径－30mm以上 設計径－24mm以上 

 
2. 5 工法選定 
当初計画はリバース工法であったが，低空頭において坑内水頭差を確保するには地下水位を低下させるデ

ィープウェル等の補助工法が必要であり，掘削地盤の最大礫径が杭径の 1/3 以上でもあったために施工不可
能と判断した．深礎工法も考えられたが，リバース工法と同様に地下水位を低下させる補助工法が必要であ

るとともに，掘削に 1本当たり 6日程度を要するために工程上からも採用不可と判断した． 
工法としてはオールケーシング工法を採用することとなったが，低空頭 4.5m に対応する使用機械を選定

する必要が生じ，低空頭に対応した据置式掘削機と特殊自走式掘削機を比較した．比較表を表-2に示す 
据置式は掘削機自体の重量が軽く，掘削能力不足による歩掛悪化と施工費増加が考えられたとともに，施

工精度の確保も難しくなることが考えられたため，特殊自走式掘削機を採用することとなった． 
 
 

機械概要 

据置式(ﾏｲｸﾛ全旋回工法) 自走式(低空頭ｽﾗｲﾄ゙工法) 
  

主要緒元 

回転トルク 485.9kN･m(49.6tf･m) 1,180kN･m(120tf･m) 
圧入力 614.2kN(62.7tf) 825kN(84tf･m) 
引抜力 931.0kN(95.0tf) 1250kN(128tf) 
装備重量 約 9tf 約 60tf 
圧入反力 カウンターウエイト 自 重 
移動方法 キャタピラー脱着式 自 走 

 
 
 
 

表-1 場所打ち杭管理基準一覧 

表-2 低空頭対応オールケーシング工法比較 
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３．施工計画 
3.1 施工フロー 
場所打ち杭の施工フローを図-4に示す． 
施工手順は一般的なオールケーシング工法と同じであるが，ケーシング建込み，掘削，鉄筋かご建込みに

工夫が加えられている．ケーシング建込みはグラップルにより横方向から行っている． 
掘削はブームを立ててハンマーグラブを吊り下ろす事が出来ないため，ブームをスライド装置に改良して

いる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3.2 準備工（地盤改良） 
既設橋脚撤去において約 2.0m を掘削した後に埋め戻しているため，全装備重量 60t の掘削機に対する地

耐力が低下した．場所打ち杭施工時における掘削時の安定を確保することが杭の品質確保に直結すると考え

られたため，施工基面に敷き鉄板を敷設するとともに，地表面から 1.0m の地盤をセメント系改良材にて改

良を行った． 
3.3 掘削 
掘削はハンマーグラブにて行うが，低空頭であるため

にハンマーグラブも短尺となる．短尺となることにより

自重が軽くなるために掘削能力が低下し，硬質な土質に

おいては掘削が不可能となる場合がある．また，本工事

は地下水位が高いため，水の抵抗による掘削能力の低下

も発生する． 
本工法はハンマーグラブを構成する部材を厚くする

ことで自重を重くするとともに，落下時の水切りを良く

するような形状としており，短尺なハンマーグラブにお

ける掘削能力の向上を図っている．ハンマーグラブの形

状を図-5に示す． 
ケーシングも 1.5m の短尺を使用し，掘削地盤に対して切削圧入することが出来ない場合に，ハンマーグ

ラブをケーシング内に入れることを可能としている． 
3.4 鉄筋かご建込み 
当工事の場所打ち杭における鉄筋かご長は 8.59m であり，当初は圧接による継手を設けて最長 4.0ｍの鉄

筋かごで計画されていたが，低空頭 4.5ｍにおいては吊り代等を考慮して最長 1.5ｍとした．継手は工程と品
質管理の問題から機械継手とし，主筋全数を同時に突き合わせる必要があるため，接続部のスリーブ内にグ

ラウトを注入する FDグリップのMタイプを使用した．鉄筋かごの形状を図-6に示す． 

鉄筋、ｺﾝｸﾘｰﾄ天端確認

掘　削 ｹｰｼﾝｸﾞ建込み

ｹｰｼﾝｸﾞ回転圧入･掘削

ｹｰｼﾝｸﾞ･ﾄﾚﾐｰ管引抜き

鉄筋かご建込み・固定 加工･組立･搬入･荷降し

ﾄﾚﾐｰ管挿入

掘削機機据付 杭芯・水平確認

掘削完了 掘削土搬出(支持層確認)

杭完成・埋戻し

掘削長検尺

ｽﾗｲﾑ処理(ｽﾗｲﾑﾊﾞｹﾂ)

《 １日目 》 《 ２日目 》

生ｺﾝｸﾘｰﾄ打設

※ｹｰｼﾝｸﾞをｼﾞｮｲﾝﾄして所定

の深さまで掘削を行う。

図-4 施工フロー図 

図-5 ハンマーグラブ 
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3.5 生コンクリート打設 
オールケーシング工法における生コンクリートの打設は，スロ

ープ台を用いてケーシング上部まで生コン車を寄せ，ケーシング

内に建て込んだトレミー管へ直に打設するのが一般的である． 
しかし，当工事は低空頭で生コン車をケーシング上部まで寄せ

ることが困難であるとともに，ケーシング引抜きおよびトレミー

管引抜きを前方から行うことでスロープ台の使用が出来ないた

め，生コンクリートの打設は全てポンプ車を用いて行った．施工

状況を写真-3に示す． 
 
 
４．施工実績 
4.1 施工歩掛 
機械据付から掘削完了までを 1 日目に行い，鉄筋かご建込みから埋め戻しまでを 2 日目に実施した．1本

当たり 2日の施工を確実に行い，工程に遅れが生じることはなかった． 
 

4.2 出来形 
躯体掘削完了後に杭頭処理を行い，場所打ち杭の出来形計測を行った．その結果を表-3に示す． 

 
 

項 目 規格値 社内規格値 計測数 計測値 

基準高 ±50mm ±40mm 96 －39 ～ ＋18 

偏心量 100mm以内 80mm以内 24 ＋16 ～ ＋97 

杭 径 設計径－30mm以上 設計径－24mm以上 48 －18 ～ ＋26 
 
 計測結果は，社内規格値に対して偏心量で 3 測点が規格値外となったが，全てが規格値内に収まったこと
から十分な品質を確保できたと考える．なお，根入れ長および傾斜については掘削時に全本数に対して計測

を行い，全てを社内規格値内に収めることが出来た． 
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図-6 鉄筋かご配筋図 

写真-3 生コンクリート打設状況 

表-3 場所打ち杭出来形計測結果一覧 
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５．むすび 
本工事は，上空制限 4.5m と高地下水位のために場所打ち杭には非常に難しい施工条件であるとともに，

工程管理と品質確保に対しても問題解決が要求された．しかし，低空頭オールケーシングスライド工法を採

用することで無事に場所打ち杭の施工を完了させることができ，玉石混じり砂礫層の掘削における品質確保

の心配に対しても，掘削能力の高さから十分な品質を確保することができた． 

今後の類似した工事が多く発注されると考えられるため，この実績が少しでも参考になれば幸いである． 

 


